
吉佃l酢窒勅出都第1鵬回稚萌詮（刑．6．盟）  

抑1別  

適拓アルゴリズム劃軌1たフーリ  と祝卜応用  

Im叩帽Ⅱ鳩山ばE亜m血P血ばLMSh通  
知d肝軸a血i由帥血皿  

0ュ瀬意昌  

仙迫臨血   

師‡東軒  

Ⅶ由肱川癒由正  

八戸高専  僻学二工学部  

Ⅰ屯血血N血〔地坪曲血．価u嘲曲dl．   

キ」トド：ⅢRノッチフィルタ巾R陀舶l馳），1劇際アルゴリズ印加B㈱ノッチプーリ軸1  

軸職Ⅱ撼画，媚掛［悟軸心山岨皿比血軸，ダウンサンプリング蝕凧l咄  

逓描先：『掛1192職平1G・1八戸高専東和等科  

也：01瑠j打・7塑1，臨叩1瑠ぜ相即鵠・糾Ⅳil：h亡址御は如  

1．はl二也に   

舗制動郵周鰍ある場合でも停  

職傭淵（プーリニ［用軸をi雄勝ること  

は，多くの野田牌こ垂配あ旬月．」組こ，このよ  

うな郡も棚功雌雄免職如王  

台封lること力埠く，これ酬汚由フーリエ  

酬鮭よく粗哨隙きることが酢あ  

る．よく知られているように離散的フーリエ変換  

田町）喘い甜糊如嘲撤矧闇闇弼こある場  

合スベタトノl軌こより推椒勘草生じるとい  

う問軌取る．   

これまで，加捌陪としズ，白色雑音と瑚勤王  

朝地る吊ま同轟こ存在す搬瀬酎を行なってき  

確≧瑚．弛もい狩場f取舵あるしヰまⅢモ形か  

神曲紺苛性をもつフィルタとⅠ皿応任慮M弧1  

恥脈拍拡印ゴリズム鶴栂せたものである．  
僻もⅡR形かB押■とⅠ加担アルゴ県む適剋払  

潮コせた瑞去由【斗瓜唱法と時制にタウンサンア」ン  

棚勧晩ることで搬韻童力窃東できることを示  

す  

瓜田こ，柵2．で域距密顎喘聯［陪  

旬謝るフーリエ摘鯛崗舗瀬脱し，そ嘲析  
とシミュレーション新軸嘔蹴封旨酎－る．3．で  

咄陸穀如婚巧ンサンプリング軸翻した刑法  

に璃丁軌シミュレーショHこより棚を  

Ⅲ耳皿侶法と上勝‾る．4．倒棚減  

用に璃丁翫．5．はまとめである．  

2．従醐樟掛けるプーリ儲鈷とモ  
側析  
二欄抽糟菌誕悶も推敲′ステ血坤鮭として，  

借弓脚こ対してかなり垂軌棚いと推  

克鰯醸鄭劣化する．そこで，こ朗報掟もつ1劇胆適応  
アルゴサズムを用いる方法吐血慣軸l瓢Ⅲ朋旧法  

閲戯牡断ることにする．間頃誌面封弔1，  
飴紅潮脱し戟蛸臨粥性封簸ける．  

2．1唯  

瑚掃射書写可巾を，和に示すまうにp個の  

任珊蛮波出艇姓白色雑音抑）と二f都  

政叩（巾か拙削ると仮定する．僻まpと角固  

淵鮎】f古淵知とする．  

巾）＝∑‡．‡岬叩鴫血叩I十桝＋画）甜  
ここで，紳）k坪均0，触．ユ由沖㈲漁り，  

町（巾i嘲に従うものとする．  

巾）＝α。亡OS甜。〃＋占d呂h揖。乃  閲   



卑小＋1）＝亘帥＋牌匝）亡0叫打  （用  

■lJヽ ち（〃＋1）＝句（可十岬，（巾Sin戊叩   （咽  

ち（巾は1（巾僻あり，司唱忙より触．  

β，匝）＝エー（可一婦（可印餌叩＋句〔巾sin丘叩）  

q顎  

2．2Ⅰ血唱法  

1膿韻こおけるフーリエ臓珊瑚町耳礪新  

鹿恥により行なう．  

1ヽ 叫〃＋1）＝叫可＋岬（可∬（〃）  ㊥  

Jヽ▲ A（叫＝【領巾，古瀬），…占舟），㌔（n打 怜  
∬（可＝【00S叩頭叫町・甜S氏・㌔，Sin仰げ閏  

ここで，はステ亘神イズ，Tは転置鞋示し，組幡と  

抵触差亘榔嘲により井出する．  

巾）＝瑚一皇統帥。弛岬＋拍）5in叫㊥  
一＝i  

酬こ団ナ胡御仁』：粧  
側配：，〟の3姻親して，和で親られ  
胡屯闘（ゴ礪職印ま御軋1場合鮒るため  
脚蠣改陸相、る）．な払Ai，Bl  

i嘲，閏で与えられ打可ユは働謂蛭ある・  

王的‘淵抑解くことで，つ  
まり樹幹くことで持田lたも咽る．  

ど咄＝無∑：1‡（頼卜帥））2十（拍）一和郎‡  

囲1．肝Ⅷ偏執硝拭  

ここで用いているⅢ町は，対射囁掛こ軌丁砧拒  

特性が1で笥封師劉臨もっ¶lる．  

ち（坤瑚臆聴瑚緋脚詭脚‾るた軌フィル  

タタッ刀満サンプルが充足さ機司岬のよう  

に旦（ヱ）のα欄爛甘る．ここで，丁。はα噸  

制職誠痛も咽り，q刀はα剋評膳で  
ある．  

α肘1＝（l一丁仔）α町十丁。α押  q坤  

こ珊こより，過踊こよる搬脚ヒを低絨  

しⅠ皿唱法と聴こする．  

Ⅰ劇臥法舐も周潤馳睨敦p力増えると平粒＝頭誤  

差紳助耐電．しかし，E孔加唱法領ま肝で輔対  

＋告げ町ユ∑≡】（di＋旦J・m  ユーp〃  

ト2（1軸オ用∫川1一）コ  

1  

旦＝   

l－叩一0如d一両十（ト  

脚榔数p力相加打ると，分子が  
上倒してどうか㌻繊功晩，分母が小さくなり雫均二  
掛遭くなることを示皿、る・またIある叫  

と鶴嫡虹しⅥ1る馳cos（甜。一叫）加盟ま1  

にひとしくなるた軌第二噺）即ま4．1上2髄こなる．  

－一働こ山封師虹小酌牒托あるた軌丑iはAiに比ぺ  

非帝に大きくなり，柑珪奄卿ヒさせることを示Lて  
いる．  

せでいる泡軌1劇副掛乍  

部牙領まp＝1に相当し，1劇臥勤惰弛軒別坪均：笥誤  

差班劫掴葛こ出払1．また，このⅢ甲は刊拗臨  

減軽させ柵相好つ．従って，Ⅰ瓜坦法よりも良  
師鵬をもつ．  
軸こ，即Ⅷ酎如滝削欄こ剋ナ脚二  

乗脂室触．＿上淑〕ように1加6蜘まp＝1  
に相当するた軌i番目嘲こついて餓硝酎  

すればよい．肝岨慣法瑚睦髄如Ⅲiノッチフィ  

ノ由による斑町側〔トα）／kにつよく僻  

するため，解附こ純一ロボ掛らアプローチを  

行なう．   

2．3．1働払唱醐折  

卿古劫咤，適芯欄鮮ヤンセラにⅠ且但刀レ  

ゴリズムを円い職入力悟号と拙速棚紡  

が也）よう磁謝射きる加削1る．式   

2．3BPI劇胆法  

Ⅲ耳瓜侶鵠かブロック固を図1に示す」囲1のⅢも  

贈由ノッチフィノ坤個数旦（卯抑ぇ  

舶．ここで，血塊配車蜘酔†ラメ一夕である．  

l－ユ印呵ヱ‾1日」2  
〃．（ご）＝   q曙  

l－ユαCO呵ヱl＋αユ才一三   

皿雅肋ノッチフィル少尉租、たB抒現肋∬．叫  

に対して，司11），（1邸こ示すⅠ皿侶乃Idリズムを適  

用する．  



仕り，（1郡姐軌、ると，1劇阻アルゴリズムが－「  

矧胡疎皿嘲即も方∫（可からg≠（可虻東路  

は団2のようなシステムで記述できる．ここで，  

Gi〔E）は報咽で与え∈オlる．  

肝㈲こg匝側こでてこ  
ないた軌確論鵡嗣鎮魂担・瑚苫胡許ることとし，  

鮎謝ヒさせぴ〒なったシミュレーショ棚  

値址唖娃表1にし臆す．嘲とシミュレーション値  

がよく十致していること力紅か説シミュレーション条  

伴北挿鵡酌であり，10拙なシミュレーショ  

ンの平均畦とっ牌示している．プーリ磯雄  

礎娃」せくするた掛コも鉱産1に近づナる必要  

力観ることガわかる．   

シミュレナショニ倭件：  

匹1，ノ1＝1茄叩咽，榛靴稲敷万瑚叩動  

J≠2堵rα朝凪辟丑旺蛤】dl＝占】＝1  

義1・古畑のシミュレーション結果  

〟（co叫ヱ‾l－g‾之）  
G．（ヱ）＝   ¢句  

ト加os叫ヱ‾l＋ヱ】ユ  

固2．Ⅰ且侶アルゴリズムのブロック図   

屯）   仇8   仇9  0上拓  0朗  α諾烙   

三色抽  j姐．瑠  ，乱77  ，25．王妃  亜」鮎  ・27戯   

瑠誠巨  ・望4月1  細  一三茹一江）  ・茄j遁  「27．48  

従って，ち匝）から阜（巾嘲捌『2土（幻は  

q国  府叫ヱ‾1－ヱ→ヱ）  
彗i（可＝  

1＋q伺1－（ユー〃）M甲¶t＋（1－〃）ヱ‾ユ  

嘩位：岡   

2．3．2二用地咄斬   

干韻疫力戦胡島台の定制撒こ剋ナる惟竜誤差信号  

朗撒q－2は  

鶴三＝且【（∬一（可一糾噺］   

封判且（ヱ）屯（州紳）十如）‡2］  助  

出馳招きるた軌ち．めi軸によ蛸拙できる．な  

ぁ第一項鞄・1）で与え尉1且  

㍍害恒捌鞘恍（ヱーl）垂                                    ヱ  

¢均  

鮪働正当性砧葡許るため，ま弟p＝1でか  
つⅢlノッチフィルタによるBPFが存在し軌働こ  

ついて梼酎する．こ轍鮒胡味して  
い胡欄和ま，∬．（巾瑚拓殖ち（可は式17睡よう  

【北招きる．  

′ヽ 阜（巾＝亘（巾0別叩＋頃〃恒in虎岬  

霜叫（可cos虎岬＋占1（巾Sin也叩  

十彗l（g）削可  ロⅥ  

従って，珊憩瑚ナ瀾詞咄散打－】ヱは  

q．之＝鞘∫】（〃卜帥））ユ】母印屯〔軸（巾）コ】  
＋凧（才侃（ヱ）ド  

ユ  

ヱ＝叩り勒爪  陶  
コ  コ  

JI   車輌）榊－1〕生＝生  
ヱ 2－〃  

q印  
2頑  ここで，打甲コ古拙〕ようになる・  

J叩ユ＝0坤。コ＋占。ユ）  
となる・句（巾＝2月■［（∬l（巾一阜（棚ユ］であることに  

踊すると，『1嘲韓－一項と一致すること  
加bかる．  

糾  

2．3．鋸臓器墟詣硝給   
2．3．2嘲述したようにフーリエ鞘鞋  

をりぜくするた励コも弘達1に捏瑠ナる必要がある  

カ観る．しかし，楽師ように田珊ま  

軌傾斜こは，鴨盈11却ナすぎると，Ⅲけツチフ  

ィル列こよる肝机咄肋糊砲軌汰塙指題如こ  

主餉拝きなくなるこ出観舶．逝こ，芋搬＃  

替軸嘔‡するた出コま，‰を1に近づナる方がよい．  
従って，借覧坤嘲である騎封こは，払舶  

題粒勤視ると考え甜lる．  

蠍脚酎哨間ヒ掲こ減衰  
し¶＼く信号督激窮芳恥化できることカ笥醸されて  

いるた相，僻も司1卿αi，古′を鞠，（狗に   

ヱ岬12  
q＿叫＝1血句（巾＝  ロ印  

月→凋  
ユー〟  

諷こ，1侃ノッチフィル列こよるBPFカ観る場甜こ  

ついて考える・このE肝欄『1i（E〕は  

2（トα）cos呵Z‾1一（トα王）ヱ‾王  
且〔ヱ）＝   聞   

こ劫ナ  

1－2αCO呵ヱ‾l＋αユヱーコ  

となる．髄こフーリ  

る平均⊂索誤差ど拍古拙作曲ように求めること力巧き  

る．  

巨，（ヱ侃セ）柚－1）研一1）重刷                          ヱ  ち成年  



示すように，時短撒αf（叫占f匝）とし欄す  

る．  

和回＝ローーαJ∫押…・αJ．＞0  開  

占i（叫＝古i一方．f〃■‥ヰ，＞0  餉  

以¶こ私達変えて行なったシミュレーション噴牛  

も図呂にど叩掛二F醜如拙蜘 まム＝  

卿ある．二F醜蜘笥寝しなし囁創出乱1  

て，α一亡＝占f∫棚御用凍脚韻咤鵠〟が0．01程  

度1別報悟出喝組曲・1地シミュレ【ションではこ  

の値を用いている．   

シミュレーション尭件：  

p＝4，＃棚叩札差＝琉／（（p＋1）2）  
ム＝1210ま掴ま1測糊，〟細01，α．＝昌一＝1  

ユ 
汀≠2＝1，打け＝1，αi．＝句f報耽1  

ることにする．これをダウンサンプリングを併用した  

刑法蜘搬とにする．ダウンサンプ  
リング比Dが2傭の：7日ック囲を図4に示す．   

図4．梅軒釦ブロック図匝釦硝樹   

∬（巾の偶数サンプルを可加可，奇数サン刀レを  

可ユ椚＋1）と表すことにする．推朝敵屈折柵  

から式抑によって宥なう．偶数サンプルの伝習を用い  

僻ま，引き続く奇数サン刀臓雅宙こ用い  
るためコピーされる．過払ま出離ある．  

卑（加）＝旦（加－1）十牌（叫00軸血）耶  

∧ノヽ 占i（加）＝古i（加卜1）十酋（ユ叫血（p醐）榊  

阜（加十1）＝亘（加可＋岬i（加＋1）G闇（甲通）珊〉  

■ヽ 古i（2桝十l）＝ち（加）＋酋（加＋1）s叫甲亜）榊  

甲州 ＝叫■椚－（〟－1）吋佗  8月  

吼亜＝呵一椚＋叫一小才ー1）呵児  閏  

叫■＝2戒一 御  

用 
一■●● 

．  

糾   

ここで，（M－1）は研Fの次数である．また，  

ビf（王椚），ビf（ヱ椚＋申出上岡ように求める．  

βj（ヱ椚）＝町笹可   

一婦（加－1）∝絡（吼間）＋頃加－1）叫吼珊）問  

ピー（a町＋1）＝∫f（加才十l）  

■ヽ    一騎（叫皿（乍k）十頃加如叫吼封川崎  

α戯囁軸抑ま即胡晰する帥Ⅰ－1）  
サン刀1礫か弼1申に基曳咋行なう．  

軸こ，Ⅲ法と擁軒鶴瑚蛇精勤出願折な  

α00   

囲3・濾胞蠣部喘如㌔と亀傭   

図3からわかるように，二開披瑚触王妃1叩咽  

出癖糊古風囁討コま，鴨盈1に近甥ナる  
朋肘コま軋、鶴亀妄軋琵蛤瑠滋姐こ射ヒしてい  

る・こⅢ凋脚謝るB押出拙瑚許虻把  
めと考えられる・二相槌印嘲頗蜘王1別叩咽と和義波  

から腑冊1る囁宙コもこの傾向がよ机せいα㌔）  

値から雌軌屯が0盟相計已静」切弔毎＝頚誤差と  

なっているた軌悼い藤野知執1．従って，亀打破  

題瑚出潮藍横軸龍頭こなる．   

3一夕ウシサンアリ欄和した瑚軋加計法   

＿上加ように，欄鍍と稚拙師岡頗配噸拒してい  

るとど∞力顎化する・il謝願で（fl－f。）／f写  

を大きくするほはサンプリン到頭鮎数f与を小さくすれ  

ば良川蝿f白を」卓くする㈱たり特配動  
作こ用いること力咋きるサンプル数が減少するため収  

剤喋掛囁くかかることになる．従って，瑚桐にある  
ように，ダウンサンプリングによりf弓を小さくする鵡  
通乱魔酎‾るサン刀嶋通庸肺時計底墟姥凧＼  

う．上怖娃解こするため借  
造でむ雌雄育と1瑚在す謝ご訊1  
て，干脚数f。，分散垢2密封はせて，j噂可  
に示すg軋聞け倒：牌睦行なったな払g町脚古計  

士別胡疎．しnlる1珊から伽サンプルまでの平均  

をとり，j罫こ，独立な10脚出 u己   

シミュレーション尭印踊通りで瑚配周波  

数八起111甲た］を中山召打ヒさせでいる．   



g珊＝三悪1？lo坤紳輔棚ヱ   

珊瑚）チリ∑‡】（ギ十呵由即  

シミュレーショニ儲二：  

Fl，上司叫叫，J■2＝1，打叩Z＝1，2  

M尋吼Ⅰ〕＝私人欄数式＝トエ／ヱ（p十1）  

㌔＝租軋 脚．Dl，n（Ⅹ粗 柳瀬  

二f榊赦fd匹軸：  
1喘1，1価1，1耶1，1001，1〔掛；，11ロ1，11鵬  

1鵡望，1は1，11溺，1131，11古1，11Tl，1191  

αf，占i：すべて1  

約温雅咽比臓航払、ことがわかる．また，手  

韻劫恥1胡拾で屯脚＼．   

4．楽柵押  
葉軌オクター乃積商ごと闇綻射場諺桐  

油放とそ噌棚卸瀬越敷晒勘か細れる．ま  
た，昏蔀紅塵棚柵コ軋1．鮒こ作  
成し淵こ対し，適応する  
のみとして側軒る．基柵桝こ  

適応するた僻地た全て亡亡嫡牌こ対して適  

応する瑚桐より朝僻ま若しく偽酎’る萌ある音  

高の基本周波数と  している場  

台石コも元誠蔵相制酸恕財ヒさせるこ  
とになる．シミュレーション条開こ示㌻ように，推壷対  

象偶感離1のオクターブ3のド，紫鮎如  

オクターブめシの6僧まで嘲披まで葡東レ傭  

し弱音弓の打空ある．轟2に榊を ，図7，  
なぁ固7に  

鮎甲軌Cyrdr馳】  

囲5．瑚孔M引恕瑚抗窮性亡蛸嘲）  

［
些
造
言
望
．
8
山
 
 

i蘭披   1   2   3   

楽譜1   1．仲   0月7   （鳩7   

棉2   1皿  0．44   仙坦   

i高調睦   4   5   6   

慧岩   0且I   0．ⅡI   0．11   

当些2   0．（冶   仇18   胱誠   鮎quⅧ．叩rd【H己】   

囲6．提軒躍如油壷相生   

蓑望・古山鮒のヒl叔  

鼎1めド塵臣コ≠輌組ま茄1坪咽であり，シ囁墓  

欄赦丑蛤印判（功踊こ酢挽ることに  
なる．囲7，8からわかるように，拒蜘よ8PI＿加6  

観Ⅰ瓜田池場聴く欄酔らの  

湘割こ・くいこと群分かる．掛もqMF  
の出力㈱幣了してからα噸軸脚を行な  
うた軌釧嘩敵瀬返し馳〕ところ一朝陸昭批  

していること榊塙鶴嘩粥聞出弱ま3つ蛸蛭  

階である．   

5．まとめ  

榔ま，mノッチフィルタ封軌1た軸粥性   

方式   〟   fら－f。D旬  

5   10   

剛佑法  ODl   －138静  二面由  

∝Ⅰ石  －1allt∋  一元由5   

撞案方法  ∝Il   －18朗・了   ・「別．．伯4  

∝I芯  一望1月81   づ髄肪   

表2にf5御感が5，1呼句碑）  

ど吼鼎 咄鮒脚凱加B油土bぺ  



とⅠ劇臥乃レゴリズム朝晩郷プーリコ：係  

数盈求めるⅢ軋M㌢論功垢詳誰虹鰯斬智行＼シミュ  

レーショニ′値出刃ま－一層ルていることを示した．また，  

楽部〕ように醐髄噛頸コま，樹靖  

制御／でラメ叫夕（礪捌こ細粒牌あることを  

示し，ダウンサンプリングを開閉する別法を捷  

果し，そ¢瀬牲を紀和滴法址ヒ放した．また，捷軒  

宇和，Ⅵ胞m4，即．路孔却00  

脚Ⅰ血劇1andT職1血珊，’且仙b陸如血   

R血凸曲由ばa軸血（仙匝弧   
血姐i鴨抽由皿dh地盤血］g且m由血皿1i由   

蜘，’咄Ⅰ即滑，押．柑，   

伽1皿l血，1珊  

閥瑞輌”白色雑菌と瑚蜘鞄榔成   

㊥のプーリ戯艶”㈱胡電荊輌括   

学会  

【研観音島雪面己据術動乱1爛こ高勅な岡城数   

分折，’’計測自動制御学会論文集，Ⅶ」鵠町屋，   
押月19偲5，1潤  

阿y罰血，他〕訂正KIw証Ⅰ血，’触咽hd  

I血BR血血軸血鰯m蹴蹴鞠n鹿h   
A止貼冊Ⅰヰ上記，”軸血触由曙，Ⅵ1尉m為   
押．131－147，1鵬  

間柄血Ⅳ甜山嵐D』e肛勘’御樋田1   

触由叩，’’触Ⅰ血皿，沌鼎血町，1郭  

岡敵国Il，芦軒，”マ几チレート構乱曲こよるサ   
ブバンド適応フィルタの陸牌改善，，情報蜘，   

Ⅵ」J格Am島押．194亜1，1雅   

儲  
非静こ式が長くなる熟軌ここ瑠お噂研こ国数起哩  

置適附し建部把と出払ることにする．  

ち・の彩 
f棚・（ヱ）棚i（ヱ）重                               吉  

も一例として示した．  

今軸観（1）僻した廠サム但毒蕗城臆栂至虻喝臨  

式増村頂解uこくいた軌E四郎輌撫紅絹報  

都職耳恥1闇臨旺嘩拙，脚槻滴写  
古こ与え眉滞背㈱職脚乱サンプリング岡  

淵陸凧＼るが，サン刀1個雛汚を何ら加瑚指処  

理嘲【連囲硝軌斬∃なう部  

ある．  

8
 
 
 
 
 
亡
U
 
 
 
 
 
▲
「
 
 
 
 
 
ウ
■
 
 

0
 
 
 
 
 
n
U
 
 
 
 
 
▲
U
 
n
リ
 
 

廿
中
毒
軍
曹
卓
臣
長
池
 
 

5α：1  1∝氾   1印0  

n01膚血相L血1  

壬∝拍   25（Ⅹ】  

空事  
乱（ヱ）g2∫（ヱ）  

2ヰJ（冨ユー地相叫ヱ＋αり  

【血  

（zユー（ユー〟）co呵g＋（1一山）   

員
V
 
 
 
 
8
 
 
 
 
－
ヰ
 
【
り
 
 
 
 
■
U
 
 
 
 
爪
じ
 
 

腑
〇
三
■
＞
竜
∈
智
者
 
 

乱レ1）馳的）  蝕（巧〕鮎（凸）  

（功一耳伽．一几）（角一角X且－A）  

匙（pヨ）弘（爪） 凱（A）弘也〕  

〔A－爪）  払一戸．伽，一角）（A一戸．XA一戸王）  

凪・p  

利1一可ms甲一（1－㌔）ヱユ  500   1∝氾  1珊  
n【I．ロfib帽触m  

m    25（〉0   

1一ヱα00叫ヱ＋αヱヱユ  

X（Z（1一可CO呵才一（トα2）） 凪旬  

〝（印呵一言）  

図8．撒煤掛譲Iす碓墟鯨蜘   

参考効献  

【qF句脇机m，’刊血唯Ⅲ由Ⅶ御用l那加  

n知慮喝 M此叩仕正鵠如b，，Ⅷ  
1血臥皿軸崩1，軸加肥痘喝，Ⅵ山偲［L   
弘仙3，押剋謁，1耶5  

閂瑞軌リッチフィルタと適応アルゴリズムに  

よる雑醐詞寸こ対するフーリエ櫛敵指定法，”悟  

島f〔ヱ）＝  

1－（ユー〟）印呵ヱ＋（1－〃）ニュ  

X〟（伽馴甲－1）  

A，Pユ＝ 
α・g叫  

4（1一両－（ユー山王00S王叫  （2一〃〕亡0叫±ノ   

A，A＝  

払・司   


